柔　道
１．期　　日　　令和７年　６月　４日（水）・・・団体戦

　　　　　　　　　　　　　　　　５日（木）・・・個人戦
２．日　　程　　　　　　　　　午前　　８時３０分（開場後、準備）
・集合時間　　　午前　　８時４５分

　　　　　　　・計　　量　　　午前　　９時００分

　　　　　　　・監督会議　　　午前　　９時３０分　※多少の前後あり
　　　　　　　・開始式　　　　午前　　９時４０分

　　　　　　　・試合開始　　　午前　１０時００分
３．会　　場　サイクルショップコダマ大洲アリーナ　柔道場
４．競技方法
（１）団体戦　　予選リーグ、決勝トーナメント
（２）個人戦　　各階級トーナメント（人数によってはリーグ戦もある）
①男子　50kg（50kg以下）　　　　　　 73kg（66kg超～73kg以下）

　　　　　　　　　55kg（50kg超～55kg以下）　　81kg（73kg超～81kg以下）

　　　　　　　　　60kg（55kg超～60kg以下）　　90kg（81kg超～90kg以下）

　　　　　　　　　66kg（60kg超～66kg以下）　　90超kg（90.1kg以上）
②女子  40kg（40kg以下）　　　　　   57kg（52kg超～57kg以下）

　　　　　　44kg（40kg超～44kg以下）　　 63kg（57kg超～63kg以下）

　　　　　　48kg（44kg超～48kg以下）　　 70kg（63kg超～70kg以下）

　　　　　　52kg（48kg超～52kg以下）　 　70kg超（70.1kg以上）

５．競技規則　

（１）選手は中学校または地域スポーツ団体単位とする。

（２）試合はＩＪＦ新ルールで実施する。国際柔道試合審判規定及び国内における「少年大会特別規定」による。また、令和７年度全国中学校柔道大会の規定に準ずる。

（３）試合時間３分間とする。
（個人戦・団体戦代表選のＧＳは無制限とする）
（４）団体戦は、以下の項目順に従い決する。

①団体戦はチーム間による勝率得点をみる。

②上記において同等の場合、勝ちの内容をみる。

1)勝ち数の合計　　　2)勝ちの内容　　3)負けの数　　4)負けの内容

　　　　③勝ち点内容が同等の場合、代表戦により勝敗を決する。
（５）判定基準
「有効」または「僅差」以上とする。ただし、「僅差」は「指導の差が２以上」とす
る。「指導の差が１」以内の場合は、ＧＳによる延長戦を行う。「指導」差が上回った時
点で試合終了とする。
（６）柔道衣点検について
　　　①全日本柔道連盟柔道衣規格に合格した柔道衣（上衣・下穿き・帯）を着用すること。
赤色ＩＪＦラベルまたは認証ラベルがついているもの。帯については、ＩＪＦラベル（赤と青）または認証ラベル（赤と黒）。新規格（赤マーク）を採用。（新２・３年は現行のもので可）
新１年生で柔道衣の準備が間に合わなかった場合、小学校時に着用していたものでも可とする。

柔道衣にゼッケン（チーム名・名字入り）を次の要領で縫い付けて出場すること。
（書体は太字ゴシック体とする。明朝または楷書でもよい。）
・布地は白とし、サイズは、横３０～３５ｃｍ、縦２５～３０ｃｍとする。
・名字（姓）は上側２／３、学校名は下側１／３とする。
・男子は黒色、女子は濃い赤色とし、はっきりと記名する。
・縫い付ける場所は、後襟の下から５ｃｍ～１０ｃｍ下部の位置とし、周囲と対角線を強い糸で縫い付ける。
②女子は、上衣の下に白色または白に近い色の半袖で無地のＴシャツまたは半袖レオタードを着用すること。なお、Ｔシャツのマーキングについては、全柔連が定める規定（平成２５年４月１日より施行）に準ずる。
③柔道衣コントロールの際は、試合時に着けるサポーターを着用して受けること。
　　
６．選手編成

　　団体戦における選手の編成は、最も体重の重いものを大将とし、以下体重順に編成する。
７．参加申し込み
        （１）提出期日　　令和７年５月２１日（水）１６：３０　期限厳守
        （２）申込先      大分市立明野中学校　　西田　将
　　　　　　　　　　　　　　　　　〒８７０-０１６３　大分市明野南3丁目７－１
（携帯）０８０－３９４５－６４６６
　　　　（３）注意事項

　　　　　①　添付ファイルの『大会申込』に入力し、明野中学校　西田までメールにて申込を行う。
2 入力後はプリントアウトし、職印、私印を押した上で、申込書を明野中学校まで送付。
3 個人戦は、各階級とも強い順で入力すること。
８．大会（個人戦）組み合わせについて

　　　　　日時：令和７年５月第５週　　　場所：明野中学校　　　※専門部長、副部長で行う
　　　　　

９．備考

    ・オーダーの変更は認めない。
  　・一度退いた選手の再出場は認めない。

・個人戦の体重超過は認めない。

    ・反則は厳重に注意する。
    ・不測の事態が生じた時は、過去の事例を参考に、監督会議で解決をはかる。

　　・選手は、新規程の柔道衣とゼッケンを着用していること。

　　・選手は、半年以上の経験を積んでいる者とする。
　　・昼食の方法については、別途指示を出す。

※大会の運営上、監督全員に係をお願いします。
各校の監督は、審判・会場係のできる服装でお越し下さい。
